
は
じ
め
に
、
埼
玉
医
科
大
学
国
際

医
療
セ
ン
タ
ー
消
化
器
外
科
の
佐
藤

弘
准
教
授
よ
り
「
が
ん
治
療
に
お
け

る
栄
養
管
理
あ
れ
こ
れ
」
と
題
し
講

演
い
た
だ
い
た
。

続
い
て
後
半
は
、
同
セ
ン
タ

ー
頭
頸
部
腫
瘍
科
の
中
平
光
彦

准
教
授
よ
り
「
頭
頸
部
癌
治
療

に
お
け
る
嚥
下
障
害
の
実
際
」

と
題
し
講
演
い
た
だ
い
た
。

会
場
外
の
ホ
ワ
イ
エ
で
は
２

関
連
業
者
に
よ
る
口
腔
ケ
ア
グ

ッ
ズ
や
嚥
下
食
な
ど
の
展
示
も

お
こ
な
わ
れ
、
今
回
も
大
盛
況

の
う
ち
に
閉
会
と
な
っ
た
。
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活
動
の
現
状
と
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
に
検
討
し
た
。

対
象
と
方
法
は
、
平
成
23
年
度
と
24
年

度
（
４
月
～
12
月
）
ま
で
の
Ｎ
Ｓ
Ｔ
依
頼

症
例
を
分
析
（
依
頼
件
数
、
依
頼
診
療
科
、

依
頼
理
由
）
し
、
次
い
で
Ｎ
Ｓ
Ｔ
活
動
に

つ
い
て
分
析
し
た
。
特
に
Ｎ
Ｓ
Ｔ
加
算
の

算
定
の
前
後
で
変
化
が
あ
る
か
を
検
討
し

た
。
Ｎ
Ｓ
Ｔ
へ
の
依
頼
方
法
は
、
各
診
療

科
の
担
当
医
師
か
ら
の
依
頼
と
、
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
で
低
栄
養
と
判
断
さ
れ
た
対
象

患
者
に
は
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
か
ら
担
当
医
師
へ
介

入
の
可
否
を
コ
ン
サ
ル
ト
す
る
方
法
と
し

た
。
24
年
度
は
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
活
動
に
対
す
る

院
内
啓
発
活
動
を
施
行
し
た
。

第
19
回

講
演
会
報
告

平
成
23
年
度
の
結
果
は
、
新
規
依
頼

件
数
39
件
（
３
・
３
件
／
月
）、
月
症

例
件
数
１
３
２
件
（
11
件
／
月
）。
依

頼
診
療
科
は
、
消
化
器
外
科
・
内
科

33
％
、
婦
人
科
腫
瘍
科
14
％
、
救
命
科

14
％
、
心
臓
外
科
８
％
。
依
頼
理
由
は
、

栄
養
状
態
の
評
価
44
％
、
食
事
内
容
の

相
談
25
％
、
経
腸
栄
養
の
相
談
25
％
な

ど
で
あ
り
、
24
年
度
の
結
果
は
、
新
規

依
頼
件
数
65
件
（
７
・
２
件
／
月
）
、

月
症
例
件
数
月
症
例
件
数
２
１
６
件

（
24
件
／
月
）。
依
頼
診
療
科
は
、
消
化

器
外
科
・
内
科
26
％
、
救
命
科
18
％
、

心
臓
内
科
15
％
、
婦
人
科
腫
瘍
科
７
％

な
ど
。
依
頼
理
由
は
、
栄
養
状
態
の
評

価
48
％
、
食
事
内
容
の
相
談
35
％
、
輸

液
内
容
の
相
談
23
％
な
ど
で
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
加
算
の
算
定
を

契
機
に
、
介
入
患
者
は
大
き
く
増
加
し
、

Ｎ
Ｓ
Ｔ
の
業
務
量
が
急
に
増
加
し
た
。

急
性
期
病
院
の
た
め
、
重
症
例
で
も
早

期
に
転
院
と
な
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

速
や
か
な
Ｎ
Ｓ
Ｔ
活
動
が
必
要
で
あ

る
。
以
上
の
原
因
よ
り
週
１
回
の
回
診

で
は
困
難
と
な
り
、
２
回
に
変
更
し
て

対
応
し
た
。
時
間
の
短
縮
の
た
め
、
ベ

ッ
ド
サ
イ
ド
で
方
針
を
相
談
す
る
こ
と

と
し
た
。
依
頼
診
療
科
が
消
化
器
系
だ

け
で
な
く
、
救
命
科
、
心
臓
内
科
が
増

加
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
消
化
器
系

だ
け
な
く
幅
広
い
知
識
が
必
要
と
な

り
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
メ
ン
バ
ー
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
が
重
要
で
あ
る
。
Ｎ
Ｓ
Ｔ
活
動
に
要

す
る
業
務
量
増
加
及
び
質
的
向
上
に
対

（
２
面
へ
続
く
）

平
成
26
年
２
月
23
日
（
日
）、
埼
玉
県
摂
食
・
嚥
下
研
究
会
の
第
19

回
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
医
師
・
歯
科
医
師
を
は
じ
め
看
護
師
、
歯
科

衛
生
士
、
言
語
聴
覚
士
、
管
理
栄
養
士
や
介
護
施
設
職
員
等
１
１
６
名

が
参
加
し
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

埼
玉
医
科
大
学
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、

が
ん
、
心
臓
病
、
脳
疾
患
に
対
す
る
高
度

専
門
特
殊
医
療
や
救
命
救
急
医
療
に
特
化

し
た
急
性
期
大
規
模
病
院
で
あ
る
。
２
０

０
７
年
４
月
に
開
院
し
て
稼
動
病
床
数
は

７
０
０
床
（
ハ
イ
ケ
ア
１
０
０
床
）
で
、

25
病
棟
あ
り
、
46
診
療
科
、
部
門
よ
り
な

る
。
平
成
26
年
３
月
現
在
、
平
均
在
院
日

数
は
約
15
日
で
あ
る
。
２
０
０
９
年
４
月

に
Ｎ
Ｓ
Ｔ
稼
動
施
設
認
定
を
受
け
、
２
０

１
１
年
２
月
に
Ｎ
Ｓ
Ｔ
教
育
施
設
認
定
、

２
０
１
２
年
５
月
に
Ｎ
Ｓ
Ｔ
加
算
算
定
を

開
始
し
た
。

ま
ず
、
急
性
期
病
院
で
あ
り
、
教
育
施

設
で
も
あ
る
大
学
病
院
に
お
け
る
Ｎ
Ｓ
Ｔ

講
演
Ⅰ

「
が
ん
治
療
に
お
け
る
栄
養
管
理
あ
れ
こ
れ
」

講
師
　
埼
玉
医
科
大
学
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー

消
化
器
外
科
　

准
教
授

佐

藤
　
弘
先
生

佐
藤
先
生
は
、
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
外
科
レ
ジ
デ
ン
ト
、
静
岡
県
立
静
岡

が
ん
セ
ン
タ
ー
食
道
外
科
医
長
を
経
て
現
在
、
埼
玉
医
科
大
学
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
上

部
消
化
管
外
科
准
教
授
で
あ
る
。
永
年
が
ん
治
療
に
携
わ
り
、
そ
の
中
で
の
栄
養
管
理

の
重
要
性
を
身
に
し
み
て
感
じ
て
い
る
と
の
こ
と
か
ら
、
本
日
は｢

が
ん
治
療
に
お
け

る
栄
養
管
理
あ
れ
こ
れ｣

と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

佐藤 弘先生中平光彦先生
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応
す
る
活
動
方
法
の
確
立
が
急
務
で
あ

る
、
と
の
結
論
を
得
た
。

消
化
器
内
科
領
域
に
お
け
る
栄
養
管

理
と
し
て
、
消
化
器
が
ん
は
栄
養
障
害

を
高
頻
度
に
合
併
す
る
。
そ
れ
は
、
抗

が
ん
剤
の
副
作
用
（
消
化
管
出
血
、
悪

心
嘔
吐
、
食
欲
不
振
、
下
痢
、
味
覚
異

常
・
口
内
炎
）
を
含
め
た
が
ん
の
症
状

（
消
化
管
狭
窄
／
閉
塞
、
が
ん
悪
液
質
）

に
よ
る
。
外
来
化
学
療
法
が
一
般
化
し

た
た
め
、
栄
養
療
法
も
外
来
で
介
入
す

る
必
要
が
あ
る
。
消
化
器
が
ん
は
消
化

管
狭
窄
／
閉
塞
を
き
た
し
、｢

消
化
管｣

が
使
用
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、

経
静
脈
栄
養
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

｢

中
心
静
脈
ポ
ー
ト｣

の
利
用
は
在
宅
で

も
可
能
で
、
高
カ
ロ
リ
ー
を
投
与
で
き

る
反
面
、
細
か
い
栄
養
療
法
が
困
難
で

あ
り
、
ポ
ー
ト
関
連
合
併
症
の
危
険
も

あ
る
。

胸
部
食
道
癌
（
胃
が
ん
の
１
／
５
）

手
術
の
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｓ

（E
n

h
a
n

ced

R
ecov

ery
 A

fter Su
rgery

※F
ast-

T
rack Su

rgery

と
ほ
ぼ
同
義
）
と
は
、

「
早
期
離
床
、
早
期
経
口
摂
取
を
積
極

的
に
行
い
、
“
こ
れ
ら
の
結
果
と
し
て
”

あ
る
い
は

“
こ
れ
ら
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
”
合
併
症
率
を
低
下
さ
せ
、
そ
の

結
果
、
術
後
在
院
日
数
を
短
縮
さ
せ
る

体
系
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
」。
す
な
わ
ち
、

「
早
く
元
気
に
す
る
た
め
の
工
夫
の
パ

ッ
ケ
ー
ジ
」
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

多
職
種
連
携
（
外
科
医
、
麻
酔
科
医
、

看
護
師
、
薬
剤
師
、
管
理
栄
養
士
　
リ

ハ
ビ
リ
科
等
）
が
必
要
で
あ
る
。

当
院
の
食
道
外
科
に
お
け
る
Ｅ
Ｒ
Ａ

Ｓ
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、
胸
部
食
道

癌
に
対
す
る
一
期
的
な
右
開
胸
開
腹
食

道
切
除
胃
管
再
建
手
術
が
施
行
さ
れ
た

80
例(

平
均
年
齢
64
±
８
歳)

を
対
象

に
、
・
Ａ
群：

中
心
静
脈
栄
養
で
の
栄

養
管
理
と
術
後
第
２
病
日
か
ら
歩
行
開

始
を
目
標
と
し
た
群
（
ｎ：

40
）
・
Ｂ

群：

術
後
第
１
病
日
か
ら
経
腸
栄
養
を

開
始
し，

術
後
第
３
病
日
に
１
日
量
で

９
６
０kcal

ま
で
増
量
し，

術
後
第
１

病
日
か
ら
歩
行
開
始
を
目
標
と
し
た
群

(

ｎ：

40) 

に
つ
い
て
、
離
床
の
目
標
の

達
成
率
、
術
後
入
院
期
間
、
体
重
の
変

化
、
ア
ル
ブ
ミ
ン
値
の
変
化
に
つ
い
て

比
較
検
討
を
行
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
Ｂ
群
の
方
が
体
重
減
少

率
が
少
な
く
、
入
院
期
間
が
短
い
。
す

な
わ
ち
、
早
期
経
腸
栄
養
と
早
期
離
床

に
よ
り
、
速
や
か
に
手
術
侵
襲
か
ら
回

復
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

胸
部
食
道
癌
の
周
術
期
管
理
の
術
前

の
考
え
方
は
、
適
切
な
栄
養
評
価
・
管

理
、
栄
養
剤
の
活
用
、Im

m
u
n
on

u
-

trition

（
免
疫
増
強
栄
養
法
）
、
下
剤

の
廃
止
、
食
事
制
限
の
廃
止
（
術
前
日

も
で
き
る
だ
け
通
常
の
食
事
）、
経
口

補
水
液
の
活
用
に
よ
る
脱
水
防
止
で
、

術
後
の
考
え
方
は
、
早
期
経
腸
栄
養
、

早
期
離
床
で
あ
る
。
早
期
経
口
摂
取
開

始
基
準
は
、
反
回
神
経
麻
痺
を
認
め
な

い
、
縫
合
不
全
が
疑
わ
れ
な
い
、
全
身

状
態
が
良
好
、
理
解
力
が
あ
る
、
等
で

あ
る
。
う
ま
く
行
か
な
い
場
合
は
、
よ

り
重
点
的
に
、
嚥
下
リ
ハ
、
肺
理
学
療

法
、
口
腔
ケ
ア
を
行
な
う
。

Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｓ
の
ま
と
め
と
し
て
、
大
腸

癌
手
術
で
よ
く
研
究
さ
れ
て
い
る
Ｅ
Ｒ

Ａ
Ｓ
の
概
念
の
多
く
は
、
高
度
侵
襲
手

術
で
あ
る
胸
部
食
道
癌
手
術
や
膵
頭
十

二
指
腸
切
除
に
お
い
て
も
適
用
や
応
用

が
可
能
で
あ
る
。
退
院
後
の
生
活
を
含

め
た
長
期
的
な
視
点
で
の
検
討
も
必
要

で
あ
る
。（
積
極
的
な
在
宅
で
の
経
管

栄
養
が
、
体
重
の
維
持
や
運
動
能
力
の

改
善
に
寄
与
す
る
か
な
ど
）
ま
た
従
来

の
概
念
と
比
べ
、
経
口
摂
取
は
、
よ
り

早
期
に
開
始
が
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て

周
術
期
の
水
分
管
理
、
糖
負
荷
、
疼
痛

な
ど
、
術
中
の
取
り
組
み
も
重
要
で
あ

る
。
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｓ
を
“
鵜
呑
み
”
に
す
る

こ
と
な
く
、
患
者
の
病
態
ご
と
の
把
握

を
十
分
に
行
い
、
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｓ
は
有
用
に
も
有

害
に
も
な
り
う
る
。

終
末
期
医
療
と
栄
養
管
理
に
つ
い
て

は
、
終
末
期
が
ん
患
者
の
栄
養
管
理
に

は
３
つ
の
柱
が
あ
る
。（
１
）
栄
養
障

害
の
見
極
め
。（
不
可
逆
的
悪
液
質
or

飢
餓
）（
２
）
心
理
面
を
考
慮
し
た
栄

養
サ
ポ
ー
ト
。（
３
）
家
族
ケ
ア
。
で

あ
る
。（
１
）
と
し
て
、
終
末
期
が
ん

患
者
の
体
重
減
少
に
は
、
治
療
関
連
の

摂
食
不
良
、
環
境
に
よ
る
摂
食
不
良
、

心
理
的
な
摂
食
不
良
が
あ
り
、
こ
れ
等

か
ら
の
飢
餓
状
態
は
可
逆
的
で
あ
り
、

飢
餓
を
見
逃
さ
な
い
取
り
組
み
が
大
切

で
あ
る
。
な
お
、
が
ん
進
行
に
伴
う
悪

液
質
は
不
可
逆
的
で
あ
る
。（
２
）
と

し
て
、
不
完
全
で
非
日
常
的
な
食
行
動

に
「
選
択
」、「
香
り
」
を
加
え
、
少
し

で
も
「
日
常
」
へ
近
づ
け
る
努
力
を
す

る
。
（
３
）
と
し
て
、
①
「
食
べ
る
」

は
家
族
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
患

者
も
医
療
者
も
改
め
て
気
が
つ
く
。→

ERAS の概念図

ERAS

カウンセリング
コンプライアンス／アウトカム調査

術後早期経口摂取

カテーテルの早期抜去

消化管運動刺激

運動療法のパス
輸液・室温調整による体温維持 小切開創ドレーン不使用

ナトリウム・水の過剰投与の回避
短時間作用型の麻酔

胸部硬膜外麻酔

NG tube を使用しない
麻酔前投薬をしない

液体・炭水化物投与／
絶食をしない

便処置の廃止

悪心・嘔吐の防止

経口オピオイドは使用せず
非ステロイド系抗炎症剤を
使用
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る
ほ
ど
大
き
な
切
除
範
囲
が
必
要
と
な

る
。
そ
の
う
え
頭
頸
部
は
管
腔
臓
器
で

あ
る
た
め
切
除
の
際
、
病
気
の
な
い
正

常
の
構
造
を
破
壊
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
手
術
に

よ
り
嚥
下
や
発
音
と
い
っ
た
機
能
が
障

害
さ
れ
、
さ
ら
に
は
審
美
的
な
問
題
が

生
じ
る
。

頭
頸
部
癌
の
治
療
を
歴
史
的
に
み

る
と
、
１
９
８
０
年
ま
で
は
手
術
可

能
な
症
例
で
も
術
後
機
能
の
維
持
が

困
難
な
理
由
か
ら
手
術
が
行
わ
れ
ず
、

放
射
線
治
療
が
行
わ
れ
る
の
み
で
治

療
成
績
も
大
変
悪
い
の
が
実
情
で
、

１
９
８
０
年
代
よ
り
血
管
吻
合
な
ど

の
手
術
技
術
の
進
歩
に
よ
り
手
術
後

の
機
能
的
、
整
容
的
再
建
が
可
能
と

な
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
再
建
技
術
が
進
歩
し
た

と
い
っ
て
も
そ
の
限
界
も
明
ら
か
に

な
っ
た
。
そ
の
反
省
か
ら
２
０
０
０

年
以
降
は
新
し
い
流
れ
と
し
て
、
診

断
技
術
の
進
歩
に
よ
り
が
ん
を
早
期

に
発
見
し
、
治
療
す
る
方
法
が
登
場

し
た
。
ま
た
ロ
ボ
ッ
ト
（
ダ
ビ
ン
チ
）

手
術
な
ど
低
侵
襲
手
術
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
放
射
線
治
療

と
抗
が
ん
剤
を
同
時
に
使
用
す
る
こ

と
で
治
療
強
度
を
上
げ
、
進
行
が
ん

を
手
術
せ
ず
治
す
試
み
が
な
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
選
択
的

動
注
化
学
療
法
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

抗
が
ん
剤
と
し
て
シ
ス
プ
ラ
チ
ン
は

中
和
で
き
る
と
い
う
点
が
優
れ
て
い

る
が
、
脳
血
管
障
害
等
の
副
作
用
も

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
臓
器
温
存
を

目
的
と
し
た
放
射
線
化
学
療
法
は
、

が
ん
の
治
療
に
成
功
し
た
場
合
で
も

必
ず
し
も
機
能
温
存
に
つ
な
が
ら
な

い
こ
と
も
臨
床
試
験
の
結
果
に
よ
り

明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
講
演
は
専
門
的
に
優
れ
た
内

容
で
、
後
で
専
門
用
語
を
調
べ
る
と

が
ん
に
対
す
る
知
識
が
深
ま
っ
た
。

頭
頸
部
は
呼
吸
、
嚥
下
お
よ
び
発
音

な
ど
の
生
命
活
動
や
人
間
ら
し
い
社
会

生
活
を
営
む
上
で
重
要
な
機
能
を
有
し

て
い
る
。
頭
頸
部
癌
は
、
進
行
が
ん
で

見
つ
か
る
こ
と
が
多
く
、
手
術
を
主
体

と
し
た
治
療
が
行
わ
れ
る
。
手
術
治
療

の
際
に
は
、
十
分
な
切
除
範
囲
の
確
保

が
最
も
重
要
で
あ
り
、
が
ん
が
進
行
す

講
演
Ⅱ

「
頭
頸
部
癌
治
療
に
お
け
る
嚥
下
障
害
の
実
際
」

講
師
　
埼
玉
医
科
大
学
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
頭
頸
部
腫
瘍
科

准
教
授

中
平

光
彦
先
生

患
者
〜
家
族
〜
医
療
者
の
信
頼
関
係
の

再
構
築
　
②
食
事
に
焦
点
を
置
く
こ
と

に
よ
っ
て
、「
食
べ
る
」
を
支
え
る
家

族
に
焦
点
が
当
た
る
。→

家
族
の
役
割

再
認
識
　
③
家
族
の
行
っ
て
い
る
こ
と

を
評
価
、
共
感
で
き
る→

家
族
（
遺
族
）

の
気
持
ち
の
ケ
ア
に
。
こ
れ
等
は
重
要

な
家
族
（
遺
族
）
ケ
ア
に
つ
な
が
っ
て

い
く
。

が
ん
治
療
と
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て

は
、
化
学
療
法
、
放
射
線
療
法
、
外
科

手
術
、
緩
和
ケ
ア
に
お
い
て
口
腔
有
害

事
象
・
口
腔
ト
ラ
ブ
ル
が
発
症
す
る
。

県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
口

腔
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
体
制
で
は
、
歯
科
口

腔
外
科
外
来
に
対
し
て
、
治
療
・
診
察

依
頼
を
看
護
師
よ
り
直
接
依
頼
し
て
Ｏ

Ｋ
と
な
っ
て
い
る
。
周
術
期
の
口
腔
ケ

ア
に
お
け
る
介
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
手

術
前
よ
り
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
、

看
護
師
に
よ
る
診
察
、
歯
石
除
去
、
む

し
歯
治
療
、
セ
ル
フ
ケ
ア
指
導
、
セ
ル

フ
ケ
ア
（
患
者
自
身
）
と
な
っ
て
い
る
。

術
後
に
お
い
て
も
、
口
腔
清
拭
、
唾
液

吸
引
、
セ
ル
フ
ケ
ア
（
患
者
自
身
）
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
が
ん
セ
ン
タ

ー
で
の
ケ
ア
体
制
は
で
き
あ
が
っ
た

が
、
病
院
内
完
結
型
の
み
な
ら
ず
、
地

域
支
援
・
完
結
型
の
口
腔
ケ
ア
・
歯
科

治
療
体
制
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。
が

ん
患
者
歯
科
医
療
連
携
は
歯
科
医
師
会

と
の
連
携
が
必
須
で
あ
る
。

最
後
に
、「
が
ん
治
療
に
お
け
る
栄

養
管
理
」
は
、
多
職
種
に
よ
る
チ
ー
ム

後
半
は
『
頭
頸
部
癌
治
療
に
お
け
る
嚥
下
障
害
の
実
際
』
と
題
し
て
、
埼
玉

医
科
大
学
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
頭
頸
部
腫
瘍
科
准
教
授
の
中
平
光
彦
先
生
に

講
演
い
た
だ
い
た
。

医
療
で
あ
り
、
そ
の
原
動
力
は
看
護
師

で
あ
る
。
ま
た
、
全
て
の
職
種
に
お
い

て
「
指
示
待
ち
族
か
ら
の
脱
却
」
が
必

要
で
あ
る
、
と
結
ん
だ
。
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埼玉県摂食・嚥下研究会

設立10周年記念講演会

日時：平成26年７月27日（日）
場所：彩の国すこやかプラザ  2階セミナーホール

〒 　 　 －

申込書 FAX先 0 4 8 －8 2 9－2 3 7 6

主 催：埼玉県摂食・嚥下研究会
問合せ：埼玉県歯科医師会事務局　TEL 048－829－2323

フリガナ

氏　　名
職　種

住　　所

（勤務先）

電　話

F A X  

参加申込書

13：00～15：30

※参加者多数の場合はご連絡いたします。

※改めて参加証はお送りいたしません。

■定　員：250名

■参加費：会　員/　無　料

　　　　　非会員/  2,000円（資料作成代等）

摂食嚥下練習の考え方演　題：  

講　師： 

埼玉県摂食・嚥下研究会（ 会員 ・ 非会員 ） ※どちらかに○を付けてください

■申込締切日：７月18日（金）

ＪＲ京浜東北線

コン
ビニ

国道17号線

至上尾
た
つ
み
通
り

太陽生命ビル 西口

与野駅

P
P

すこやかプラザ

藤田保健衛生大学副学長

リハビリテーション医学講座教授　

才藤  栄一  先生


